
　

選
挙
後
の
疲
れ
も
癒
え
ぬ
ま
ま
慌

し
く
ス
タ
ー
ト
し
た
議
会
。
第
19
期

の
議
会
広
報
委
員
会
も
、
同
時
に
活

動
を
始
め
た
。
初
当
選
組
３
人
を
含

め
た
５
人
で
の
ス
タ
ー
ト
だ
。
広
報

委
員
経
験
者
が
私
だ
け
、
と
言
う
こ

と
で
委
員
長
を
仰
せ
つ
か
っ
た
、
前

期
で
や
り
残
し
た
事
は
無
い
と
思
っ

て
い
た
が
、
実
際
に
委
員
長
の
職
に

着
く
と
、
や
り
た
い
こ
と
が
山
ほ
ど

出
て
く
る
。
手
始
め
に
議
員
活
動
の

報
告
、
政
務
活
動
調
査
費
を
使
っ

た
、
県
外
先
進
地
調
査
の
報
告
書

や
、
所
管
事
務
調
査
の
報
告
等
、
日

頃
我
々
議
員
が
ど
の
様
な
活
動
を
し

て
い
る
の
か
、
村
民
に
知
っ
て
も
ら

う
事
も
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
議
会

活
性
化
特
別
委
員
会
も
継
続
審
議
中

で
、
こ
れ
か
ら
近
い
う
ち
に
結
論
も

で
る
予
定
で
あ
る
、
広
報
委
員
会
の

役
割
も
今
ま
で
以
上
に
重
要
に
な
っ

て
く
る
の
は
当
然
と
言
え
る
。
や
り

た
い
事
や
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い

事
は
沢
山
あ
る
が
、
ス
タ
ー
ト
し
た

ば
か
り
の
委
員
会
で
あ
る
、
ま
ず
は

各
委
員
に
早
く
仕
事
に
慣
れ
て
も
ら

う
事
が
、
委
員
長
の
仕
事
に
な
り
そ

う
で
あ
る
。

上
間
　
堅
治

　

第
32
回
新
春
書
初
め
大
会
（
村
父
母

教
師
会
連
合
会
主
催
）
に
於
い
て
金
賞

を
受
賞
し
た
、
北
中
城
中
学
校
二
年
生

仲
宗
根
琉
夏
さ
ん
、
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
琉
夏
さ
ん

の
今
年
の
目
標
は
席
次
50
番
以
内
で

す
。
健
闘
を
祈
る
。
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号

発 

行 

責 

任
　
北
中
城
村
議
会
議
長
　
　

編
　
　
　
集
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
２
０
１
９
年
２
月
２５
日
発
行 　

議
会
広
報
委
員
会
で
は
、
｢議
会
だ
よ

り
｣の
表
紙
写
真
を
村
民
の
皆
さ
ま
か
ら

募
集
し
て
い
ま
す
。
人
物
、
風
景
、
家

族
写
真
な
ど
テ
ー
マ
は
自
由
で
す
。
な

お
、
選
考
は
議
会
広
報
委
員
会
で
行
い

ま
す
。

連
絡
先　

北
中
城
村
役
場
議
会
事
務
局

〒
９
０
１–

２
３
９
２

沖
縄
県
北
中
城
村
字
喜
舎
場
４
２
６–

２

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
９
８
）９
３
５–

４
８
４
８

Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
９
８
）９
３
５–

４
８
４
８

Ｅ
メ
ー
ル　
ｇ
ｉ
ｋ
ａ
ｉ
＠
ｖ
ｉ
ｌ
ｌ
．ｋ
ｉ
ｔ
ａ

ｎ
ａ
ｋ
ａ
ｇ
ｕ
ｓ
ｕ
ｋ
ｕ
．ｌ
ｇ
．ｊ
ｐ

※�
写
真
の
返
却
を
ご
希
望
の
場
合
は
、申
し
込

み
時
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

表
紙
写
真
を

募
集
し
て
い
ま
す
！

議
会
だ
よ
り
題
字
の

筆
者
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
は
情
報
処
理
や
通
信
に

関
連
す
る
技
術
、
産
業
、
設
備
、

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
総
称
を
さ
し
、
教

科
書
の
代
わ
り
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ

コ
ン
の
使
用
や
、
遠
隔
地
で
の
医
療

技
術
を
支
援
す
る
な
ど
、
様
々
な
分

野
で
求
め
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
実
現

す
る
た
め
の
情
報
通
信
技
術
を
さ

し
、
議
会
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
内
容

は
議
案
書
や
関
係
資
料
等
を
デ
ー
タ

化
す
る
こ
と
に
よ
り
印
刷
コ
ス
ト
の

削
減
、
情
報
の
共
有
化
、
通
信
環
境

が
有
れ
ば
ど
こ
で
も
情
報
が
得
ら
れ

る
。
今
後
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
流
れ
は
必

然
的
で
あ
る
。
教
育
の
現
場
で
も
多

く
採
用
さ
れ
、
多
く
の
教
職
員
か
ら

支
持
が
得
ら
れ
て
い
る
。
本
議
会
で

も
多
数
の
議
員
か
ら
要
望
が
あ
る
事

や
、
他
市
町
村
で
も
導
入
済
や
検
討

中
の
議
会
も
あ
る
。
コ
ス
ト
削
減
や

効
率
化
委
を
進
め
て
い
く
に
は
是
非

必
要
と
議
会
と
し
て
は
考
え
る
。

議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
講
習
会

vol88
２
０
１
９
年
２
月
発
行

初日の出　その輝きは

　　　　　　　　　　　　明日の糧

北中城川柳一水会　　米須壱成
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毎
年
２
，０
０
０
万
円
の
減
額
が
で

る
の
か
そ
の
具
体
的
な
内
容
は
。

　

主
な
内
容
は
イ
オ
ン
モ
ー
ル
が
約

８
５
０
万
、
徳
洲
会
が
約
１
，５
０
０

万
円
で
耐
応
年
数
に
か
け
る
減
す
る
率
に
よ
る

も
で
あ
る
。

　

毎
年
２
，０
０
０
万
円
の
減
額
が
見

込
め
る
そ
の
分
を
差
し
引
い
て
積
算

す
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
か
。

　

イ
オ
ン
ラ
イ
カ
ム
の
中
に
２
０
０

以
上
の
テ
ナ
ン
ト
が
あ
り
新
規
や
減

失
が
あ
り
、
細
か
い
計
算
が
難
し
く
手
作
業
に

な
る
の
で
厳
し
い
が
、
次
年
度
は
、
減
を
見
込

ん
で
予
算
化
す
る
。

　

平
成
31
年
か
ら
平
成
52
年
ま
で
の

債
務
負
担
行
為
に
つ
い
て
、
事
業
実

施
か
ら
運
用
開
始
ま
で
の
実
施
計
画
は
。

　

今
年
度
中
に
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ

り
業
者
を
選
定
、
平
成
32
年
９
月
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

平
成
31
年
か
ら
平
成
52
ま
で
の
10

億
２
，８
４
０
万
円
の
数
字
が
記
載
さ

れ
て
い
る
が
、
基
本
設
計
は
で
き
て
い
る
の
で

は
な
い
か
、
当
然
、
業
者
も
決
ま
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

　

基
本
設
計
は
、
業
者
の
プ※

注
１ロ

ポ
ー

ザ
ル
に
よ
り
業
者
か
ら
提
案
し
て
も

ら
う
形
を
取
り
決
定
す
る
。
事
業
費
の
積
算
は

直
営
方
式
の
算
定
と
Ｂ※
注
２Ｔ
Ｏ
方
式
に
よ
る
業
者

の
見
積
も
り
等
を
検
証
し
工
事
を
予
定
し
て
い

る
の
で
業
者
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
、
業
者

選
定
は
選
考
基
準
の
評
価
点
が
最
も
高
い
業
者

を
決
定
す
る
。

（稲福　恭秀）

　

庁
舎
改
築
計
画
で
は
、
今
の
第
一

庁
舎
の
面
積
に
教
育
委
員
会
の
配
置

面
積
を
プ
ラ
ス
し
た
面
積
で
建
築
し
た
い
と
の

説
明
が
あ
る
が
、
ラ
イ
カ
ム
地
域
の
人
口
が
三

千
人
増
え
る
と
想
定
さ
れ
て
お
り
、
必
然
的
に

事
業
も
増
え
業
務
量
の
増
大
で
課
の
増
設
等
も

考
え
ら
れ
る
が
、
余
裕
を
持
っ
た
建
築
が
で
き

な
い
か
。　

現
在
の
庁
舎
面
積
は
１
，５
６
３
平

米
で
、
今
回
予
定
し
て
い
る
の
は
１
，

８
０
０
平
米
、
若
干
増
え
て
い
る
が
、
補
助
規

定
に
職
員
数
に
応
じ
た
面
積
要
件
が
あ
り
職
員

一
人
当
た
り
の
面
積
割
を
基
準
に
よ
り
試
算
し

て
い
る
。

　

基
準
を
超
え
る
と
一
般
財
源
の
持
ち
出
し
に

な
る
の
で
、
出
来
る
だ
け
必
要
最
小
限
の
面
積

で
い
き
た
い
。

　

役
場
駐
車
場
が
全
く
足
り
な
い
の

で
、
建
物
と
同
時
に
役
場
敷
地
を
整

地
し
て
駐
車
場
の
確
保
は
。

　

念
頭
に
置
き
な
が
ら
駐
車
場
整
備
、

外
溝
も
や
り
な
が
ら
設
計
の
中
で
皆

さ
ん
と
議
論
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
。

　

保
育
所
等
整
備
補
助
金
２
億
１
、

３
４
７
万
円
の
交
付
金
の
取
り
下
げ

理
由
は
。　

今
年
２
月
社
会
福
祉
法
人
温
和
会

が
選
定
さ
れ
た
が
、
土
地
取
得
に
時

間
を
要
す
る
理
由
か
ら
辞
退
す
る
旨
の
申
し
出

が
７
月
に
あ
っ
た
。
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
再

公
募
を
行
い
新
た
な
事
業
所
が
選
定
さ
れ
て
お

り
、
平
成
32
年
度
４
月
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
１

年
遅
れ
で
取
り
組
む
予
定
で
あ
る
。

　

観
光
宿
泊
施
設
耐
震
補
助
金
１
，

２
８
６
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

支
出
の
対
象
物
件
と
工
事
の
内
容
は
確
認
さ
れ

て
い
る
か
、
ま
た
、
総
額
は
い
く
ら
で
、
一
般

財
源
と
国
・
県
の
支
出
比
率
は
。

　

村
内
の
大
型
宿
泊
施
設
が
対
象
で
、

本
村
で
は
Ｅ
Ｍ
コ
ス
タ
ビ
ス
タ
ホ
テ

ル
の
み
が
対
象
で
す
。
耐
震
補
強
す
る
場
合
に
、

必
要
額
に
対
し
２
分
の
１
は
ホ
テ
ル
側
が
負
担
、

残
り
の
４
分
の
１
は
国
が
負
担
、
残
り
４
分
の

１
を
県
と
村
の
負
担
と
な
る
。
工
事
内
容
、
設

計
内
容
に
つ
い
て
は
、
設
計
の
段
階
で
、
県
と

調
整
し
て
間
違
い
が
な
い
か
確
認
し
て
い
る
。

総
額
に
つ
い
て
は
手
元
に
資
料
が
な
い
の
で

追
っ
て
報
告
す
る
。

　

総
務
費
の
選
挙
費
、
県
民
投
票
の

各
節
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
北
中
城

村
は
ど
の
担
当
が
ど
の
よ
う
な
人
数
で
の
陣
容

と
な
る
の
か
、
合
わ
せ
て
全
県
統
一
に
な
る
と

思
う
が
広
報
物
の
内
容
、
投
票
の
場
所
は
。

　

選
挙
管
理
委
員
会
を
主
体
に
総
務
課

の
ほ
う
で
や
る
。
選
挙
の
場
所
は
第
一

投
票
所
か
ら
第
三
投
票
所
を
考
え
て
い
る
。
県

か
ら
全
体
の
枠
と
し
て
５
２
７
万
円
き
て
い
る

が
、
中
身
に
つ
い
て
は
流
用
等
も
含
め
て
ど
う

い
う
形
で
で
き
る
か
検
討
し
て
や
っ
て
い
く
。

県
民
投
票
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
で
対
応
が
違

い
温
度
差
が
あ
る
と
思
う
が
県
の
委
託
事
務
を

受
け
て
、
し
っ
か
り
や
っ
て
い
く
。

　

投
票
に
行
こ
う
と
参
加
を
促
す
よ

う
な
取
り
組
み
を
市
町
村
か
ら
で
き

な
い
か
、
横
断
幕
と
公
共
施
設
を
活
用
し
た
サ

ポ
ー
ト
体
制
は
。

　

村
が
率
先
し
て
中
心
に
な
っ
て
や

る
と
い
う
よ
り
も
、
民
間
団
体
が
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
村
も
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
い
く
体
制
が
よ
い
と
思
っ
て
い
る
。

1億9,300万円増額し
22億9,595万円とする。

国民健康保険特別
会計補正予算

　平成30年度の一般会計補正予算は、１億7,997万円を減額補正し、歳入歳出予
算総額をそれぞれ77億2,878万円とした。主な要因は保育所等整備補助金２億
1,347万円の減で申請取り下げによるものや公有財産購入費（キャンプ瑞慶覧ラ
イカムロウワ―地区）5,378万円の減、農業振興費の嘱託員報酬等382万円の減、
増額補正には２月に実施される県民投票費527万円、対象年齢を中学３年生まで
の引き上げに伴う子ども医療費助成金928万円、村道北中城高校127号線付帯工事
に574万円などが増額された。村役場第一庁舎改築事業に伴う債務負担行為10億
2,840万円も議決された。また、11月の臨時議会では、平成30年度人事院及び沖
縄県人事委員会勧告に基づく職員給与等の改定による補正予算が議決された。

1億7,997万円を減額補正
平成30年度一般会計補正予算

固
定
資
産
税
（
償
却
資

産
）
マ
イ
ナ
ス

２
，２
８
０
万
円
の
内
訳

村
役
場
第
一
庁
舎
改
築

事
業

保
育
所
の
整
備

県
民
投
票

主
な
質
疑

認可保育施設整備が予定されている敷地（ライカム地区）

　

業
務
の
委
託
先
や
建
築

物
の
設
計
者
を
選
定
す
る

際
に
、
複
数
の
者
に
目
的

物
に
対
す
る
企
画
を
提
案

し
て
も
ら
い
、
そ
の
中
か

ら
優
れ
た
提
案
を
行
っ
た

者
を
選
定
す
る
こ
と
。

　

民
間
が
公
共
施
設
等
を

整
備
し
た
後
、
施
設
の
所

有
権
を
公
共
機
関
に
移
転

し
た
上
で
民
間
が
施
設
の

維
持
管
理
を
行
う
方
式
。

用
語
説
明

※
注
１

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
※
注
２

Ｂ
Ｔ
Ｏ
方
式

築47年経過した役場庁舎、老朽化が進み早期の改築が待たれている。
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（第８８号）

（4）

（第８８号）

（喜屋武すま子）

北中城村税条例の一部改正
主な改正内容

主な改正内容

本会議での主な質疑

北中城村家庭的保育事業等設備及び運営に関する基準を定める条例

１．�個人の働き方の多様化を踏まえ、「働き方改革」を後押しする観点から、地方税法でも給与所得
控除、公的年金等の控除の制度を見直し、一部を基礎控除に振り替えることとなっており、個人
所得税の見直しが行われたことに伴う関連条文の改正

　　●第24条第１項第２号の改正
　　　�障がい者、未成年者及び寡婦（寡夫）に対する個人住民税の非課税措置に係る前年の合計

所得額が125万円から135万円に引き上げられることに伴う改正
　　●第34条の２の改正
　　　�基礎控除額を33万円から43万円に引き上げ、所得額に応じ段階的に設定され前年度の合計

所得額が2,500万円以上のものについては、適応されないこととなる改正
２．�特定法人である資本金が１億円以上である法人の法人村民税の申告について、エルタックス
　（el�TAX）」を経由して行う電子申告の義務化を、平成32年４月１日施行となる改正　
その他の改正については、字句の改正、用語の見直しに伴う改正

●�普天間基地５年以内運用停止の遵守を求める意見書� ………………………………原案可決
●�普天間基地５年以内の運用停止の遵守を求める議会決議の陳情� …………………採　　択
　　�陳情者　沖縄「建白書」を実現し未来を拓く島ぐるみ会議��協同代表��安次嶺美代子他
●�平成31年度福祉施設及び予算の充実について�………………………………………採　　択
　　�陳情者　沖縄県社会福祉施策・予算対策協議会��会長��湧川昌秀

　保育士等の労働環境の改善を図るため、保育士が行う業務を一定程度柔軟化させることを目的
として、当分の間の特例的運用を可能とするため
①　朝夕等の児童が少数となる時間帯のおける保育士配置の特例
②　幼稚園及び小学校教諭の活用
③　保育所におけるフリー保育士などの保育士配置にかかる特例

改正の目的は。

保育の受け皿の拡大で、全国的に保育士不足があり、労働力
需要に対応するため、保育の質を落とさず、保育士が行う業
務についての一定条件を柔軟化することにより、保育士の担
い手を増やす目的である。

12月定例議会は、上位法等の一部改正に伴い、村条例２件と意見書１件
を原案可決、要請１件と陳情１件を採択した。

条例・意見書・陳情村政を問う！
平成30年12月
定例議会

一般質問の議会録要約文は本人執筆、議会広報委員でチェックして掲載

一般質問者

７人 来ませんか

議会
に

（5）

4 9p喜屋武 すま子  議員…
①第一庁舎建設スケジュールは

１ 6p比嘉　盛一  議員………
① ｢すぐやる課｣ の設置を要請したい

②枯れた松の撤去

③交差点の改善

④上水道の引き込み線の管理責任者は誰か

①早めに解決策を見出し事業を進めよ

②きたなかぐすく音頭を製作し村民の心を一つに

５ 10p比嘉　義彦  議員……

①町村土地開発公社の土地活用変更の目的は

②あやかりの杜の駐車場の確保の見通し

③女性日本一長寿村の生活困窮者の公営住宅

構想は

④公約の給食半額支給は

6 11p比嘉　義弘  議員……
①台風24号25号による農業被害について

②広域火葬場村内誘致の可能性は

③オオゴマダラ北中城村の蝶蝶制定について

2 7p比嘉　次雄  議員………

①村民税等の滞納の繰越になっている税などは

一掃したい。

3 8p大城　律也  議員………

①風疹予防接種無料化

②医療的ケア児を孤立させない

③県民投票シンポジウム等開催を

7 12p山田　晴憲  議員………

家庭的保育事業を行う
もりのなかま喜舎場園
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（第８８号）（第８８号）

　

９
月
29
日
、
30
日

に
襲
来
し
た
台
風
24

号
「
チ
ャ
ー
ミ
ー
」
、
10
月

６
日
７
日
に
襲
来
し
た
台
風

25
号
「
コ
ン
レ
イ
」
は
、
最

大
風
速
55
メ
ー
ト
ル
瞬
間
最

大
風
速
75
メ
ー
ト
ル
と
予
報

さ
れ
、
猛
威
を
振
る
っ
て
き

た
。
村
内
で
の
農
業
被
害
に

つ
い
て
品
目
ご
と
に
伺
う
。

　

ま
た
、
行
政
と
し
て
襲
来

前
対
策
、
襲
来
後
の
対
策
を

ど
の
よ
う
に
行
っ
た
か
伺

う
。

　

野
菜
が
１
ヘ
ク

タ
ー
ル
金
額
が
43
万

円
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
1
．１
ヘ

ク
タ
ー
ル
金
額
１
０
０
万

円
、
花
卉
0
，87
ヘ
ク
タ
ー

ル
金
額
２
６
４
万
円
、
果
樹

0
，１
ヘ
ク
タ
ー
ル
金
額
21

万
円
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
や

施
設
被
害
が
80
万
円
、
合
計

で
5
0
0
万
円
ほ
ど
の
被
害

金
額
が
で
て
い
る
。

　

ま
た
襲
来
前
対
策
は
農
家

巡
回
を
徹
底
し
て
暴
風
対
策

の
周
知
を
行
っ
て
き
た
。
襲

来
後
も
潅
水
な
ど
を
頻
繁
に

行
い
塩
害
防
止
や
、
病
害
虫

防
除
に
努
め
る
よ
う
指
導
し

た
。

　

宜
野
湾
市
、
西
原

町
、
中
城
村
、
北
中

城
村
、
北
谷
町
の
広
域
で
の

火
葬
場
建
設
協
議
会
（
仮

称
）
で
の
中
城
村
安
里
へ
の

建
設
計
画
が
断
念
さ
れ
た
の

は
承
知
の
こ
と
だ
が
、
今
後

ど
う
な
っ
て
い
く
か
、
ま
た

必
要
性
や
、
村
内
へ
の
誘
致

は
考
え
ら
れ
る
の
か
。

　

中
城
村
の
候
補
地

の
猛
反
対
で
現
在
は

計
画
が
頓
挫
し
て
協
議
会
と

し
て
も
今
は
小
康
状
態
と
い

う
状
況
で
あ
る
。
必
要
性
に

つ
い
て
は
ど
の
地
域
も
感
じ

て
い
る
も
の
の
各
市
町
村
地

域
住
民
の
合
意
を
得
る
の
は

か
な
り
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と

思
う
。

　

２
回
目
の
質
問
に

な
る
が
、
北
中
城
村

の
自
然
は
動
植
物
に
と
っ
て

は
す
ば
ら
し
い
環
境
に
あ
る

と
自
然
学
者
、
学
識
者
か
ら

も
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　

沖
縄
県
で
も
近
々
オ
オ
ゴ

マ
ダ
ラ
が
県
の
蝶
蝶
に
制
定

さ
れ
る
こ
と
と
報
道
さ
れ
て

い
る
、
自
然
環
境
の
保
全
、

観
光
産
業
の
振
興
、
子
供
た

ち
の
情
操
教
育
ど
れ
を
と
っ

て
も
オ
オ
ゴ
マ
ダ
ラ
は
大
い

に
役
立
つ
と
確
信
致
し
ま

す
、
今
一
度
村
長
の
見
解
を

伺
う
。　

確
か
に
荻
道
自
治

会
の
飼
育
、
活
動
実

績
の
取
り
組
み
は
見
事
で
理

解
し
て
い
る
。

　

村
全
体
で
の
認
知
度
や
活

動
取
り
組
み
と
共
に
気
運
が

高
ま
っ
て
く
れ
ば
考
え
ら
れ

る
こ
と
で
す
が
ま
だ
そ
こ
ま

で
い
っ
て
い
な
い
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。

　

地
域
イ
ベ
ン
ト
村

祭
り
で
も
放
蝶
セ
レ

モ
ニ
ー
は
高
評
価
を
受
け
て

お
り
周
知
度
は
満
点
だ
と
自

負
し
て
い
ま
す
、
今
後
観
光

協
会
と
も
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て

他
地
域
へ
の
取
り
組
み
を
強

化
し
て
い
く
の
で
近
々
制
定

を
願
う
。

　

わ
か
り
ま
し
た
。

　

村
民
本
位
の
行

政
、
村
民
へ
の
思
い

や
り
行
政
を
基
本
に
お
い
て

質
問
を
す
る
。
最
近
の
役
場

の
対
応
は
非
常
に
改
善
さ
れ

て
い
る
と
は
思
う
。
や
る
側

（
役
場
）
と
や
っ
て
も
ら
う

側
（
住
民
）
と
の
考
え
方
に

は
乖
離
が
あ
る
。
住
民
本
位

に
考
え
る
な
ら
ば
、
改
善
の

余
地
が
ま
だ
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
対
策
と
し
て
「
す
ぐ

や
る
課
」
を
設
置
し
、
初
期

対
応
や
各
課
調
整
を
１
つ
の

部
署
で
や
る
こ
と
で
、
も
っ

と
効
率
が
良
く
な
る
。
少
し

で
も
早
く
仕
事
を
こ
な
す
こ

と
が
行
政
に
求
め
ら
れ
る
事

で
あ
る
。

　

本
村
の
よ
う
な
コ

ン
パ
ク
ト
な
行
政
で

は
、
何
か
あ
っ
た
ら
す
ぐ
副

村
長
、
村
長
ま
で
連
絡
が
あ

る
。
判
断
も
出
来
る
状
況
に

あ
る
。
ワ
ン
ク
ッ
シ
ョ
ン
置

く
よ
り
、
そ
の
ま
ま
の
方
が

良
い
と
考
え
る
。

　

「
す
ぐ
や
る
課
」
の
設
置

よ
り
も
全
課
が
、
全
職
員
が

や
れ
る
も
の
は
す
ぐ
や
る
ん

だ
と
い
う
気
持
ち
を
常
に
優

先
的
に
も
っ
て
対
応
す
る
こ

と
が
重
要
だ
と
思
う
。

　

前
問
に
関
連
し
、

以
下
３
つ
の
質
問
を

す
る
。

　

村
道
横
に
枯
れ
た
松
が
あ

る
。
そ
こ
は
通
学
路
に
も

な
っ
て
お
り
、
車
の
通
行
も

あ
る
。
倒
れ
た
ら
非
常
に
危

険
で
あ
る
。
８
月
頃
要
請
し

て
未
だ
撤
去
さ
れ
て
な
い
。

作
業
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

　

こ
の
業
務
は
一
括

交
付
金
を
活
用
し
て

行
う
。
追
加
交
付
が
決
定

し
、
補
正
予
算
の
承
認
も
受

け
て
い
る
。
11
月
１
日
～
翌

年
３
月
５
日
ま
で
が
履
行
期

間
に
な
っ
て
お
り
、
準
備
が

整
い
次
第
対
応
す
る
。

　

県
道
22
号
線
南
側

に
あ
る
３
軒
の
上
水

道
の
引
き
込
み
線
に
つ
い
て

は
利
用
者
敷
地
か
ら
メ
ー

タ
ー
ま
で
数
十
メ
ー
ト
ル
の

距
離
が
あ
る
。
改
善
の
申
し

出
に
対
し
、
県
道
が
村
道
に

移
管
さ
れ
て
か
ら
対
応
す
る

と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

　

移
管
時
期
は
何
時
に
な
る

の
か
。
ま
た
、
メ
ー
タ
ー
か

ら
敷
地
間
の
配
水
管
の
管
理

責
任
は
何
処
に
あ
る
の
か
。

　

現
時
点
で
の
移
管

時
期
は
確
定
し
て
い

な
い
。

　

ま
た
、
引
き
込
み
線
︵
配

水
管
）
は
基
本
的
に
利
用
者

側
に
管
理
責
任
が
あ
る
。

　

今
後
の
対
応
と
し
て
、
利

用
者
と
メ
ー
タ
ー
の
設
置
位

置
に
つ
い
て
相
談
し
た
い
。

人、自動車の飛
び出しが見えない

はるか前方に停止線がある

　

島
袋
公
民
館
か
ら
県
道

22
号
線
へ
出
る
交
差
点
は

見
通
し
が
悪
く
危
険
な
状
況
に
あ

る
。
６
月
に
自
治
会
か
ら
改
善
要

請
が
出
さ
れ
て
い
る
が
経
過
説
明

と
改
善
時
期
の
目
処
を
問
う
。

　

島
袋
自
治
会
よ
り
要
請

を
受
け
、
中
部
土
木
事
務

所
及
び
沖
縄
警
察
署
へ
同
要
請
に

つ
い
て
伝
達
し
た
。
そ
の
後
、
数

回
、
問
い
合
わ
せ
を
し
た
が
検
討

中
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

　

10
月
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し
て

は
予
算
配
分
が
で
き
次
第
早
期
に

対
応
し
た
い
と
の
事
で
あ
っ
た
。

な
お
、
看
板
設
置
に
つ
い
て
は
対

応
済
み
で
す
。

飛び出し等があり、危険な交差点「オオゴマダラ」を村の蝶指定へ

｢
●す
ぐ
や
る
課｣

　
の
設
置
を
要
請
し
た
い

　
村
長
‥
設
置
を
し
よ
う
と
い
う
考
え
に
は

　
　
　
　
至
っ
て
い
な
い

●台 風24号・25号による  
農業被害について

比嘉　盛一 議員比嘉　次男 議員

オオゴマダラ北中城村の
蝶蝶制定について

広域火葬場
村内誘致の
可能性は

枯
れ
た
松
の
撤
去

交
差
点
の
改
善

上
水
道
の
引
き
込

み
線
の
管
理
責
任

者
は
誰
か
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建
設
に
至
る
経
緯

は
。

　

役
場
第
一
庁
舎
は
、

昭
和
46
年
に
建
築
さ

れ
、
築
47
年
経
過
し
て
い
る
。

昭
和
56
年
施
行
の
新
耐
震
設

計
基
準
に
も
対
応
し
て
い
な

い
こ
と
か
ら
老
朽
化
に
伴
い

建
て
替
え
に
至
っ
た
。

　

建
設
補
助
は
。

　

市
町
村
役
場
機
能

保
全
事
業
︵
平
成
32

年
度
ま
で
）
の
メ
ニ
ュ
ー
に

よ
り
起
債
が
で
き
る
対
象
経

費
の
２
２
．５
％
が
交
付
さ

れ
る
の
を
活
用
す
る
。

　

建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

　

今
年
度
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
に
よ
り
業

者
選
定
、
平
成
31
年
度
に
実

施
設
計
、
本
体
工
事
を
行
い

庁
舎
の
完
成
を
32
年
９
月
旧

庁
舎
解
体
工
事
を
含
め
、
平

成
32
年
度
内
完
成
予
定
し
て

い
る
。　

資
金
計
画
と
返
済

計
画
は
。

　

市
町
村
役
場
機
能

保
全
事
業
の
２
２
．

５
％
交
付
税
措
置
、
現
在
の

基
金
が
２
億
円
。
20
年
の
返

済
を
考
え
て
、
年
間
約
４
，

１
０
０
万
を
想
定
し
て
い
る
。

　

発
注
方
式
は
。

　

民
間
が
公
共
施
設

を
整
備
し
た
後
、
施

設
の
所
有
権
を
公
共
に
移
転

し
、
数
十
年
か
け
て
返
済
し

て
い
く
Ｂ
Ｔ
Ｏ
方
式
を
検
討

し
て
い
る
。

　

庁
舎
以
外
の
整
備

は
。

　

庁
舎
以
外
に
旧
庁

舎
の
解
体
外
構
工
事
、

庁
舎
内
備
品
購
入
、
電
算
等

の
移
設
な
ど
が
あ
る
。

　

庁
舎
の
年
間
の
維

持
管
理
費
は
。

　

現
在
大
庁
舎
と
第

２
庁
舎
を
含
め
年
間

約
３
，
１
０
０
万
円
、
今
回
、

教
育
委
員
会
も
含
め
そ
の
金

額
よ
り
若
干
上
回
る
。

　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
と
行
政
の
効
率

化
の
考
え
方
と
は
。

　

老
朽
化
や
耐
震
性

の
問
題
が
解
決
す
る
。

バ
リ
ヤ
ー
フ
リ
ー
化
や
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
設
置
等
の
住
民
へ

の
利
便
性
、
教
育
委
員
会
が

含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
行
政
の

効
率
化
も
期
待
で
き
る
。

　

第
一
庁
舎
は
、
災

害
対
策
の
設
備
の
機

能
を
持
っ
た
ス
ペ
ー
ス
も
必

要
だ
と
思
う
が
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

　

設
計
は
、
こ
れ
か

ら
だ
が
防
災
無
線
の

会
議
が
で
き
る
の
も
重
要
だ

と
考
え
る
。

　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
に
す
る
理
由
は
。

　

民
間
の
力
を
借
り
、

平
成
32
年
度
ま
で
に

完
成
す
る
こ
と
が
あ
り
、
実

施
設
計
と
工
事
を
一
括
発
注

で
き
る
。

　

工
事
中
の
来
庁
者

の
駐
車
場
の
確
保
は
、

ど
う
な
る
か
。

　

役
場
隣
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ

駐
車
と
高
架
橋
の
下

を
臨
時
駐
車
場
と
し
て
設
け

る
。

　

庁
舎
建
設
は
、
県

内
、
地
元
企
業
に
優

先
発
注
で
き
る
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
が
、
村
の
考
え
方
を

聞
く
。　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
を
予
定
し
て
お
り
、

そ
の
点
数
項
目
に
地
元
業
者

の
連
携
項
目
を
入
れ
る
予
定

で
あ
る
。

　

税
金
を
払
い
、
村

民
を
雇
用
し
て
い
る

村
内
、
県
内
企
業
に
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
参
加
で
き

る
よ
う
配
慮
し
て
ほ
し
い
。

　

常
日
頃
か
ら
要
請

を
受
け
る
立
場
上
、

村
内
企
業
の
育
成
も
踏
ま
え

て
考
え
て
い
く
。

　

村
民
は
生
活
で
生

じ
た
ご
み
、
し
尿
、

廃
棄
物
の
処
理
、
消
防
、
防

災
、
医
療
、
保
育
、
教
育
、

高
齢
者
の
支
援
、
道
路
整
備

等
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
行
政

の
利
益
の
還
元
を
受
け
て
い

る
。

　

大
変
重
要
な
村
税

で
あ
る
滞
納
問
題
に

つ
い
て
は
、
村
当
局
も
認
識

し
て
い
る
。
大
変
厳
し
い
な

か
か
ら
納
め
て
も
ら
っ
て
い

る
。
そ
れ
を
有
効
に
村
発
展

の
た
め
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
現
在
徴
収
率
が

９
６
．５
％
で
あ
る
。
滞
納

対
策
に
つ
い
て
は
徴
収
体
制

を
強
化
し
て
、
し
っ
か
り
と

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

平
成
25
年
度
か
ら

平
成
29
年
度
ま
で
の

不※
注
１納
欠
損
額
、
収※
注
２入
未
済
額
、

件
数
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

毎
年
、
不
納
欠
損
額
、
収
入

未
済
額
が
発
生
し
て
い
る
。

　

今
後
、
予
想
さ
れ
る
人
口

の
減
少
と
高
齢
化
で
財
政
へ

の
影
響
で
あ
る
。
本
村
の
代

表
的
な
債
権
の
種
類
を
確
認

す
る
。　

村
民
税
、
国
民
健

康
保
険
税
、
幼
稚
園

使
用
料
等
で
あ
る
。

　

債
権
の
消
滅
時
効

に
つ
い
て
確
認
す
る
。

　

公
法
上
の
債
権
の

消
滅
時
効
は
一
般
に

５
年
で
す
が
、
２
年
の
も
の

も
あ
る
。
す
べ
て
一
律
で
は

な
い
。　

村
税
の
収
納
率
の

低
下
、
減
少
は
財
政

基
盤
を
揺
が
し
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
減
退
に
つ
な
が
る
。

事
務
処
理
の
効
率
化
、
抜
本

的
な
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

滞
納
整
理
事
務
手
続
き
は
役

場
の
業
務
の
な
か
で
も
専
門

性
が
高
く
、
知
識
と
業
務
経

験
が
必
要
と
考
え
る
。
滞
納

整
理
事
務
の
結
果
し
だ
い
で

は
、
収
納
率
の
悪
化
や
、
執

行
停
止
手
続
き
の
遅
延
に
よ

る
適
時
適
切
な
不
納
欠
損
処

理
が
行
わ
れ
な
く
な
る
こ
と

は
避
け
た
い
。
滞
納
整
理
事

務
職
員
の
体
制
を
確
認
す
る
。

　

徴
税
係
長
１
人
、

職
員
１
人
、
嘱
託
２

人
で
あ
る
。

　

時
効
の
中
断
の
諸

手
続
き
に
つ
い
て
確

認
し
た
い
。
一
般
的
に
は
５

年
経
っ
た
時
点
で
消
滅
時
効

に
な
る
。
一
定
の
手
続
き
で

時
効
が
中
断
し
て
、
新
た
な

時
効
が
進
ん
で
い
く
。
滞
納

者
に
滞
納
を
認
め
て
も
ら
い

書
面
に
必
要
な
該
当
時
効
を

職
員
が
記
載
し
て
、
滞
納
者

に
住
所
と
名
前
を
自
署
し
て

も
ら
う
と
立
派
な
承
認
に
な

り
時
効
は
中
断
す
る
。
そ
の

よ
う
な
書
類
が
作
成
さ
れ
て

い
る
か
確
認
す
る
。

　

分
納
誓
約
書
で

や
っ
て
い
る
。

　

滞
納
税
金
の
通
知

及
び
督
促
状
、
遅
延

金
催
告
書
の
手
続
き
マ
ニ
ュ

ア
ル
及
び
発
送
漏
れ
防
止
に

対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
確

認
す
る
。

　

地
方
税
法
及
び
北

中
城
村
条
例
、
諸
通

知
に
対
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
等

で
的
確
に
対
応
し
て
い
る
。

 
●村 
民
税
等
の
滞
納
の
繰
越
に
な
っ   

   
て
い
る
税
な
ど
は
一
掃
し
た
い

村
長
‥
徴
収
体
制
を
強
化
し
て
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

村税による村道をふさいだ倒木の片付け（利益の還元）

喜屋武すま子 議員 大城　律也 議員

●第 一庁舎
　建設スケジュールは

村長‥2020年度完成

用
語
説
明

※
注
１不

納
欠
損
額

※
注
２収

入
未
済
額

　

納
税
請
求
し
た
の
に
徴
収
の

見
込
み
が
た
た
な
い
た
め
、
徴

収
を
諦
め
た
税
金
。

　

予
算
で
計
上
し
た
収
入
の
内
、

出
納
整
理
期
間
ま
で
に
納
入
さ

れ
な
か
っ
た
金
額
。

※
そ
の
他
に
北
中
城
村
民
の
ゆ
い

ま
ー
る
精
神
で
地
域
の
絆
を
育
む

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、
質
問
し

ま
し
た
。

村民が待ち望んでいる新庁舎建設
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（第８８号）（第８８号）

　

サ
ウ
ス
・
プ
ラ
ザ

と
ア
ワ
セ
ゴ
ル
フ
場

跡
地
・
健
康
ス
ポ
ー
ツ
交
流

施
設
の
用
地
の
２
点
に
つ
い

て
伺
う
。

①
サ
ウ
ス
・
プ
ラ
ザ
の
先
行

取
得
し
た
土
地
の
動
き
が
全

く
見
え
な
い
が
取
り
分
け
用

地
目
的
の
変
更
は
な
い
か
。

②
土
地
の
購
入
の
見
込
は
い

つ
に
な
る
か
。

③
ア
ワ
セ
ゴ
ル
フ
場
跡
地
・

健
康
ス
ポ
ー
ツ
交
流
施
設
の

土
地
購
入
の
見
込
み
は
。

④
村
民
体
育
館
の
現
在
の
所

有
は
ど
こ
に
あ
る
か
。

⑤
債
務
負
担
行
為
の
支
払
い

は
い
つ
か
ら
始
ま
る
か
。

⑥
体
育
館
の
リ
ー
ス
料
と
土

地
の
賃
貸
料
と
相
殺
し
た
と

の
こ
と
だ
が
。

⑦
支
払
い
の
金
額
は
ど
れ
ぐ

ら
い
か
。

　

①
取
得
目
的
に
つ

い
て
は
特
に
変
更
は

今
の
と
こ
ろ
な
い
。

②
購
入
予
定
時
期
は
平
成
34

年
度
を
計
画
し
て
い
る
。

③
購
入
予
定
時
期
は
先
行
取

得
事
業
の
期
間
が
10
年
の
た

め
平
成
36
年
を
目
途
に
し
て

い
る
。

④
首
都
圏
リ
ー
ス
株
式
会
社

の
所
有
で
あ
る
。

⑤
町
村
土
地
開
発
公
社
か
ら

購
入
し
た
時
点
か
ら
支
払
い

始
ま
る
。

⑥
顧
問
弁
護
士
に
確
認
済
で

あ
る
。

⑦
５
億
2
，5
0
5
万
円
に

な
る
。

　

駐
車
場
の
土
地
確

保
の
質
問
は
今
回
で

７
回
目
。
前
回
の
答
弁
で
一

括
交
付
金
で
は
馴
染
な
い
と

の
こ
と
だ
っ
た
。
次
は
防
衛

省
に
要
請
す
る
と
の
こ
と

だ
っ
た
が
。

　

地
権
者
と
の
合
意

形
成
が
先
で
、
そ
の

後
、
財
源
確
保
に
努
め
る
。

も
う
一
方
の
奥
の
地
権
者
の

同
意
も
必
要
で
あ
る
。

　

女
性
の
長
寿
日
本

一
と
積
極
的
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
る
が
、
逆
に

言
え
ば
高
齢
者
が
多
く
、
そ

の
中
に
は
富
裕
層
も
い
れ
ば

生
活
困
窮
者
も
多
い
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

し
て
、
今
後
も
比
例
的
に
多

く
な
ら
な
い
か
懸
念
さ
れ
る
。

い
ず
れ
低
所
得
者
の
村
営
住

宅
が
必
要
に
な
ら
な
い
か
。

　

贅
沢
な
金
が
あ
れ

ば
、
つ
ま
り
有
り

余
っ
て
い
れ
ば
考
え
て
も
よ

い
。
な
お
、
生
活
困
窮
者
や

独
居
老
人
の
た
め
に
現
在
民

生
委
員
が
定
期
的
に
対
応
し

て
い
る
。

　

最
近
は
富
裕
層
の

小
中
校
生
で
な
く
て

も
生
徒
自
身
の
希
望
で
私
立

に
進
む
傾
向
に
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
更
に
そ
の
希
望

者
は
増
え
て
い
る
と
の
こ
と
。

税
金
も
等
し
く
納
め
て
い
る

が
私
立
の
生
徒
に
は
給
食
の

半
額
支
給
は
な
い
か
。
そ
の

説
明
を
求
め
る
。

　

公
立
学
校
の
設
置

者
は
村
長
で
あ
る
。

私
立
の
設
置
者
は
村
長
で
は

な
い
た
め
、
給
食
補
助
の
権

限
が
な
い
。
私
立
の
支
給
は

で
き
な
い
。
給
食
の
半
額
支

給
は
12
月
25
日
に
保
護
者
に

振
り
込
む
予
定
で
あ
る
。

　

本
村
の
目
玉
で

あ
っ
た
ア
リ
ー
ナ
建

設
は
、
用
地
取
得
が
難
航
し

中
断
し
て
い
る
。
残
念
で
な

ら
な
い
。
よ
っ
て
ア
リ
ー
ナ

建
設
と
用
地
取
得
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

　

ア
リ
ー
ナ
建
設
に

つ
い
て
は
実
施
設
計

ま
で
完
了
済
。
用
地
取
得
は

一
法
人
の
所
有
す
る
士
地
に

つ
い
て
交
渉
が
難
航
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

　

実
施
設
計
ま
で
完

了
の
中
で
、
工
事
に

着
工
で
き
な
い
こ
と
は
用
地

の
未
取
得
が
理
由
か
。

　

そ
の
と
お
り
。

　

他
の
土
地
は
早
め

に
購
入
で
き
た
の
に

１
法
人
の
土
地
が
購
入
で
き

な
い
理
由
は
。

　

双
方
が
提
示
す
る

金
額
に
大
き
な
差
が

あ
る
。　

行
政
が
土
地
の
売

買
す
る
場
合
は
鑑
定

価
格
で
購
入
す
る
と
思
う
が
、

既
に
購
入
し
た
土
地
は
鑑
定

価
格
で
購
入
し
た
か
。

　

鑑
定
価
格
で
購
入

し
た
。

　

先
方
が
求
め
る
金

額
と
鑑
定
価
格
の
差

は
。

　

倍
近
い
値
段
で
あ

る
。

　

こ
れ
ま
で
何
回
交

渉
し
た
か
。

　

２
、
３
ヶ
月
に
一

度
の
割
合
。

　

最
近
交
渉
し
た
の

は
い
つ
か
。

　

新
し
い
交
渉
の
要

素
が
な
い
限
り
、

会
っ
て
も
仕
事
に
も
支
障
が

で
る
と
い
う
ふ
う
な
ご
意
見

を
頂
い
た
の
で
一
年
近
く
交

渉
が
途
切
れ
て
い
る
。

　

双
方
の
弁
護
士
を

と
お
し
て
交
渉
し
た

ら
ど
う
か
。

　

お
願
い
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

交
渉
が
長
引
く
と

士
地
の
値
段
も
上
昇

し
村
民
の
負
担
が
大
き
く
な

る
と
思
う
が
。

　

地
権
者
に
ご
理
解

を
頂
き
早
め
に
事
業

を
進
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

平
成
28
年
に
開
催

す
る
村
制
施
行
70
周

年
記
念
式
典
に
合
わ
せ
て
、

き
た
な
か
ぐ
す
く
音
頭
を
発

表
し
た
い
と
私
の
質
問
に
対

し
答
弁
を
し
た
。
し
か
し
、

約
束
し
た
周
年
事
業
に
お
い

て
発
表
は
で
き
ず
今
日
に

至
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
次
の

点
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

　

一
つ
．
（
仮
称
）
き
た
な

か
ぐ
す
く
音
頭
の
認
識
に
つ

い
て

　

二
つ
．
発
表
で
き
な
か
っ

た
理
由
は

　

三
つ
．
現
在
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て

　

①
ぜ
ひ
作
り
た
い

と
い
う
認
識
を
持
っ

て
い
る
。

②
外
部
の
公
募
型
委
託
を
考

え
て
お
り
ま
し
た
が
、
委
託

料
が
高
額
な
た
め
に
予
算
化

が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、

村
文
化
協
会
へ
お
願
い
し
一

年
位
待
ち
ま
し
た
が
、
な
か

な
か
難
し
い
と
い
う
こ
と
が

あ
り
担
当
課
で
引
き
と
っ
た
。

③
音
頭
を
作
る
先
生
と
調
整

が
で
き
た
の
で
31
年
度
の
当

初
予
算
に
計
上
す
る
予
定
で

す
。

　

予
算
が
採
択
さ
れ

た
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。　

31
年
中
に
、
C
D
、

振
り
付
け
、
D
V
D

の
作
成
全
て
出
来
上
が
る
よ

う
に
考
え
て
い
る
。

●町村土地開発公社の
　土地活用変更の目的は

村長‥取得目的の変更は考えていない 比嘉　義弘 議員

※
他
に
一
般
質
問
に
よ
る
事
業
実
施
進
捗
調
査
精
査
委
員
会
の
立
ち
上

げ
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

公約の
給食半額支給は
村長‥12月25日に
1/4を補助の予定

●早
め
に
解
決
策
を
見
出
し

　
　
　
　
　
事
業
を
進
め
よ

村
長
‥
地
権
者
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
早
め
に
事
業
を
進
め
た
い

用地取得が難航しているアリーナ建設予定地

き
た
な
か
ぐ
す
く
音
頭
を
製

作
し
村
民
の
心
を
一
つ
に

村
長
‥
「
次
年
度
」
予
算
化
し

　
　
　  

取
り
組
む

比嘉　義彦 議員

いつも満杯のあやかりの杜駐車場

女
性
日
本
一
長
寿

村
の
生
活
困
窮
者

の
公
営
住
宅
構
想

は村
長
‥
贅
沢
に
金
が
あ

れ
ば
考
え
て
も
よ
い

あ
や
か
り
の
杜
の
駐
車
場

の
確
保
の
見
通
し

村
長
‥
地
権
者
と
の
合
意
形
成
が

　
　
　
先
に
な
る
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全
国
的
で
は
2
，

4
5
1
名
の
風
疹
患

者
の
報
道
が
あ
っ
た
が
、

県
・
村
の
風
疹
患
者
数
は
。

　

平
成
30
年
の
県
患

者
数
は
現
在
合
計
10

名
、
村
は
患
者
情
報
は
な
し
。

　

早
期
の
抗
体
検
査

接
種
費
用
の
助
成
は
。

　

乳
幼
児
に
対
す
る

定
期
接
種
以
外
の
接

種
費
用
助
成
は
考
え
て
な
い
。

　

本
日
、
厚
労
省
が
、
39
歳

か
ら
56
歳
ま
で
の
男
性
へ
の

抗
体
検
査
・
予
防
接
種
の
３

年
間
無
料
と
の
報
道
、
村
も

し
っ
か
り
国
の
指
導
通
り

行
っ
て
い
き
た
い
。

　

国
・
県
か
ら
の
風

疹
対
策
に
つ
い
て
事

業
者
へ
の
啓
発
は
。

　

協
力
依
頼
内
容
と

し
て
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

の
配
布
等
、
患
者
が
で
た
際

に
は
直
ち
に
報
告
と
内
容
の

注
意
喚
起
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
風
疹
流
行

は
決
し
て
対
岸
の
火

事
で
は
な
い
。
職
員
の
配
置

で
村
民
の
安
全
安
心
は
大
丈

夫
か
支
援
体
制
は
。

　

職
員
体
制
は
担
当

１
人
、
係
長
１
人
で
、

今
回
の
風
疹
等
の
流
行
の
場

合
、
ウ
ィ
ル
ス
ご
と
に
国
・

県
の
指
針
か
ら
全
国
同
様
の

対
応
を
と
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
緊
急
事
態
の
際
、
各

係
の
協
力
体
制
と
相
乗
効
果

を
持
っ
て
対
応
す
る
。

　

医
療
的
ケ
ア
児
を

孤
立
さ
せ
な
い
支
援

体
制
は
。

　

退
院
時
以
降
、
対

象
家
族
が
日
常
生
活

に
落
ち
着
く
ま
で
医
療
機

関
・
各
課
連
携
し
て
訪
問
に

よ
る
対
応
を
行
い
、
そ
の
後

は
乳
幼
児
健
診
時
期
に
状
況

確
認
と
必
要
に
応
じ
対
応
し

て
い
る
。

　

将
来
的
に
対
象
世

帯
を
孤
立
さ
せ
な
い

居
場
所
等
の
取
組
は
。

　

福
祉
課
事
業
と
し

て
、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
で
の
フ
ォ
ロ
ー
、
保

育
所
に
お
け
る
親
子
通
園
と

い
う
母
子
と
も
に
集
団
保
育

を
体
験
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
る
。
今
後
は
、

福
祉
課
・
教
育
委
員
会
等
々

と
情
報
の
共
有
に
よ
る
対
策

を
取
る
こ
と
に
な
る
。

　

県
民
投
票
に
つ
い

て
村
の
考
え
は
。

　

地
方
自
治
法
第
74

条
に
よ
り
発
案
さ
れ

た
住
民
意
思
か
ら
選
挙
事
務

を
実
施
す
る
。

　

関
係
予
算
は
全
会

一
致
で
可
決
し
た
。

昨
今
マ
ス
コ
ミ
報
道
等
、
特

に
ネ
ッ
ト
配
信
で
誤
解
を
招

く
報
道
が
先
行
し
て
い
る
。

二
者
択
一
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

こ
の
機
会
に
各
政
党
個
々
の

お
考
え
等
々
を
、
村
民
の
皆

さ
ん
へ
広
く
啓
蒙
が
必
要
と

思
う
が
、
村
と
し
て
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
、
関
係
の
説
明
会

等
の
投
票
率
も
考
慮
し
た
取

組
の
考
え
は
。

　

村
が
主
体
と
な
っ

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

講
演
会
開
催
は
考
え
て
い
な

い
。

　

村
長
が
先
頭
に

立
っ
て
の
取
組
は
。

　

住
民
発
案
に
よ
り

実
施
さ
れ
る
県
民
投

票
で
あ
り
、
村
長
が
先
頭
に

な
る
こ
と
は
な
い
。

●風 
疹
予
防
接
種
無
料
化

山田　晴憲 議員

県民投票
シンポジウム等開催を

医
療
的
ケ
ア
児
を

孤
立
さ
せ
な
い

　北中城村議会は二元代表制の下、村民の代表機関とし住民自治及び団体自治の原
則にのっとり民主主義の発展、村民福祉の向上及び平和社会の実現に向けて、村長
等の執行機関と持続的な緊張を保持し、政策決定並び事務執行について監視及び評
価を行うとともに政策立案政策提言を行うものである。地方分権の進展に伴い議会
が適切にその特性を発揮していく事が必要不可欠となっている。村民の負託に応え
るため議員自ら鋭意努力する事は勿論、村民と共に築いていく北中城村づくりのた
め、開かれた議会を目指し、より一層議会の活性化を図っていく事が求められている。
そこで議会基本条例制定、その他議会活性化に関する事について調査を行った。

平成 30年 9月 26 日報告

● 第１回委員会　平成29年6月17日
　調査事項を協議
　１．基本条例　２．議会報告会　３．議員報酬　
　４．災害時対応　５．議員研修　６．議会広報
以上を具体的調査事項として決定し閉会。

● 第3回委員会　平成29年7月28日
　議員報酬について議論を行う「年金制度もなく将来
的に上げるべき」「現状では若い世代の議員の担い手が
いなくなる」「住民に対し理解がえられるか」等あった
が調査を踏まえ意見集約を行う事を確認し閉会。

● 第5回委員会　平成29年12月25日
　南風原町議会視察に向け質疑事項確認を行う。　
南風原町議会調査視察　平成 29年 12月 25日
　主に議会基本条例、議会報告会について情報交換を
行う。

● 第6回委員会　平成30年3月13日
　議会提案による「北中城村民ゆいまーる精神で地域
の絆を育む条例」の趣旨説明を各団体に聴取を行い６
月定例議会提出確認。　（6月議会にて全会一致で可決）

● 第7回委員会　平成30年6月8日
　与那原町議会視察に向け質疑事項の確認を行う。
与那原町議会調査視察　平成 30年 6月 26日
　議員報酬についての情報交換を行う。

● 第2回委員会　平成29年6月28日
　基本条例、議会報告会、議員報酬については先進地
視察の必要性を確認し、先進地先の選定を行う。報酬
については県内各町村の議員報酬額資料を基に議論し
たが、各自での更なる調査が必要として閉会。

● 第4回委員会　平成29年8月8日
　先進地調査班について協議、議員全員で調査班を編
成する事を確認。南風原町議会、与那原町議会への質
問事項を協議し、各５つの質問事項を決定し閉会。

両議会でも活発に意見交換できました

北中城村議会活性化調査特別委員会中間報告

平成 31 年１月４日（金）琉球新報 掲載
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議員が参加した行事・研修議会のうごき

（上間　堅治）

　12月定例議会では、一般会計補正予算、条例改正の審議や決議書の審議・採択を行
いました、補正予算では、今県内で話題になって県民投票に関する予算も含め全議員一
致で可決しました。また、公式行事も多くの議員が参加しています

（第８８号）

（15）

☆海外子弟研修終了式（11/26）　☆ 11 月臨時議会　☆新庁舎建替建設説明会
（11/30）　☆北中っ子発表会（12/02）　☆島っ子発表会（12/09）　☆総務厚生常任
委員会所管事務調査（12/13）　☆わかてぃーだを見る会（12/22）　☆母子寡婦交
流会（12/23）　☆名刺交換会（01/04）　☆中北消防出初式（01/07）　☆北中城村
新年会（01/07）　☆北中城村成人式（01/13）☆生涯学習フェスティバルオープニ
ングセレモニー（01/19）　☆中城城跡公園花のカーニバルオープニングセレモニー
（01/26）　☆観光協会講演会（01/30）　☆副議長研修（01/30） ☆新人議員研修会
（01/31）　☆２月臨時議会（02/12）　☆町村議会議員研修（02/15）

わかてぃーだを見る会

花のカーニバル オープニング

生涯学習フェスティバル

各団体との意見交換と指摘場所の確認

観光協会主催講演会

　公式行事・研修勉強会

・上間　堅治　　・稲福　恭秀　　
・伊集　守吉　　・喜屋武　すま子　　
・山田　晴憲　　・天久　朝誠

　近年全国的に地震、豪雨、台風などの自然災害が多くみられ、防災に対する関心が高まっている。と
りわけ東日本大震災以降、本村においても地震や津波に対する備えについて多く議論されてきており、
特に本村東海岸地区では津波に対する対策が急務とされている。熱田、和仁屋、渡口、団地自治会では
すでに自主防災組織を立ち上げ、防災減災の三原則である「自助」「共助」「公助」の精神のもと住民相
互の理解を深めているところである。しかしながら美崎自治会においては、新しい自治会と言う事もあ
り多くの課題を抱えているところでもある。美崎地区は防災に関し各議員からの一般質問も多く寄せら
れている。また、当区においては、高齢者施設や児童施設といった要支援対象の施設もあり、我々「公」
の立場でどの様なサポートが行えるか地元の関係者との意見交換を行いその結果を、村当局に対し提言
を行っていく。

　今回の所管事務調査は約２時間と短い時間ではあったが、関係者との意見交換を行う事でより深く課
題を直視することができた。とりわけ津波の避難対策において自治会が危惧している所は、休日の運動
公園の来客人数の多さと、それに対しての避難場所（12M以上の高台や建物）の少なさである、管理
者である県や隣接する沖縄市とも避難場所増設に向けた協議の必要を感じえない。また各団体の避難訓
練が現在個別に、避難場所、避難方法もバラバラに行われている、村の関係各課、社会福祉協議会とも
連携し今後作成される北中城村地域防災計画を充実したものに仕上げてもらいたい。

　デイサービスセンターしおさいとの意見交換の中で、指摘された避難経路の未整備箇所（添付資料参
照）について本委員会として改修工事の要請を行う。当該箇所は災害時の避難経路の重要な箇所であり、
職員が利用者を安全にかつ迅速に避難させるための整備は、村公共施設として当然行うべき村の責務で
ある。平成 29 年度より予算申請を行っているとの事だがいまだに未着手である。議会としても 12 月の
定例議会において福祉予算の充実の陳情書を全会一致で決議した経緯もある。よって新年度予算に限ら
ず今年度の補正予算の対応が可能であれば速やかな予算処置を総務厚生常任委員会として要請する。

・美崎自治会　　
・デイサービスセンターしおさい
・アリス幼稚園（福祉課対応）

総務厚生常任委員会所管事務調査報告

調査の経緯と目的

本委員会からの意見

本委員会からの要請

参加委員 調査場所


